
平成２５年４月２５日（木） 第１１１２号 

復興支援道路の用地取得へ前進 
～「宮古盛岡横断道路」の設計・用地調査説明会を開催しました～ 

 復興支援道路である国道１０６号
「宮古盛岡横断道路」の宮古市蟇目～
箱石間の３区間について、道路整備に
必要な用地範囲の基となる設計が完了
したことから、説明会を開催しました。 
 この説明会は平成２５年４月２２日
（月）、２３日（火）両日に行われ、
土地所有者とその周辺の皆様に、道路
の設計内容や必要となる用地範囲、今
後実施する用地調査の内容について説
明し、ご了解をいただきました。 

▲宮古市長山本正徳様よりご挨拶 ▲出席者は２日間で約１００名 ▲各ブースに分かれて個別説明 

 これにより平成２３年１１月に新規事業化された復興道路・復興支援道路の全ての区
間で、用地取得に向け動き出すこととなりました。 
 これからも早期の完成に向けて、国と地元自治体が連携しながら事業のスタートダッ
シュを図っていきます。 
  

地域にとって必要不可欠な
道路です。 
一年でも早く完成するよう 
全面的に協力していきたい
と思います。 

今期の耕作に 
影響はありますか？ 
（地元関係者） 

農作業に支障が
無いように配慮 
します。 
（国交省職員） 
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